
聴覚障がい児の自立活動について考える

ー これか らの社会で自分 らしく変化に対応 して生きていくために ー

高橋 真 紀 子

第 1 章 研 究 の背 景

第 1 節 研 究 の背 景

日本 は 、2014 年 、 障 害者 の権 利 に 関す る条 約 を批 准 し、 障 害者 差 別 解 消 法 (2016) におい

て 「合 理 的 配 慮 」を 定 め る な ど、聴 覚 障 が い 者 を取 り巻 く社 会 も急 激 に変 化 して き て い る

(障 が い の表 記 は 、法 律 お よび 直接 引用 はそ の ま ま引用 、 それ 以 外 は 「障 が い」とす る) 。

ま た 、文 字 変 換 ア プ リケー シ ョンや SNS の発 展 等 に よ り、聴 覚 障 が い者 に とって も、 コ

ミュニ ケ ー シ ョン手 段 の選 択 肢 が増 え社 会 参 加 しや す くな っ て き た。 さ らに 、理 解 啓 発 に

よっ て 、聴 覚 障 が い者 へ の理 解 が深 ま り、様 々 な職 業 に就 く機 会 も広 が って き て い る。

第 2 節 筆 者 につ い て

筆 者 は聴 覚 障 が い者 で あ る。 高 等 部 ま で ろ う学 校 で過 ご した が 、支 援 や 対 話 の必 要 性 を

意 識 す る こ とは な か っ た。 大 学 に入 学 す る と、 ろ う学 校 で培 っ て きた 読 話 等 の コ ミュニケ

ー シ ョン手 段 が全 く役 に立 た ず 、 講 義 内容 が全 く理 解 で き な い こ とに衝 撃 を受 けた。 周 囲

に 「聞 こ え な い 」と言 っ て も伝 わ りに くい こ とに も どか し さを感 じた。 悩 み な が らも大 学 の

先 生 に助 け を求 め る こ とで 、 情 報 保 障 が始 ま っ た経 緯 が あ り、助 け を求 め る ・現 状 を説 明

す る大切 さを学 ん だ。

聴 覚 障 が い教 育 を行 う特 別 支 援 学 校 (以 下 、聴 覚 支 援 学 校 と記 す ) の教 員 に な り、聴 覚 障

が い の 当事 者 教 員 と して 自分 の経 験 が 生 かせ る と思 っ た。 情 報 保 障 が 充 実 して い る環 境 の

中 で あ っ た が 、周 囲 の教 員 との 関係 の構 築 に不 安 を抱 い て 、周 囲 と距 離 を置 い て 消 極 的に

な っ て しま った。

しか し、他 の 障 が い種 の支 援 学 校 で 勤 務 した 際 に 、 自分 の 障 が い につ い て詳 し く説 明す

る、対 話 を重 ね る こ とを意 識 しな い と、教 員 と して の仕 事 が全 うで き な い と感 じた。 自分

か ら少 しず つ働 き か け る こ との必 要 性 を痛 感 し、 対 話 を通 じて お 互 い の 考 え を理 解 しあ う

こ とが必 要 だ と考 え る よ うに な っ た。

か つ て の私 と同 じよ うに 、 生 徒 は 「対 話 」の重 要 性 を教 え よ うと して も必 要 感 を感 じない
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と思 われ 、社 会 に 出 て 実感 す る こ とに な るの だ ろ う。 そ れ を踏 ま え て 、筆 者 は聴 覚 支 援学

校 の子 ど もに支 援 を求 め る こ とや 対 話 す る大 切 さを伝 え、社 会 に 出 るた め の基 盤 とな るカ

を育 て た い。

第 2 章 研 究 の 目的 と方 法

第 1 節 研 究 の 目的

聴 覚 障 が い者 を取 り巻 く時代 が ど う変 わ りつ つ あ るの か 、 どん な背 景 が あ るの か等 を知

る と とも に、 これ か らの社 会 を生 きて い く子 ども に何 を身 に付 けて い く必 要 が あ るの か、

自立 活 動 で は何 を ど う求 め られ て い るの か とい うこ とを考 えて い き た い。 自分 の経 験 を踏

ま えて 、 「聴 覚 障 が い 児 が 自分 ら し く変 化 に対 応 して 生 き る に は何 が必 要 な の か 」を授 業実

践 や 先 行 研 究 な どを通 して深 めて い きた い。

第 2 節 研 究 の方 法

( 1 ) 先 行 研 究 等 を通 して の聴 覚 障 が い教 育 の現 在 の課題 、 「健 康 の保 持 」の視 点 を知 る。

( 2 ) 自立活 動 に 関す る意 識 調 査 と して 、A ろ う学 校 に紙 面 で の ア ンケ ー トを実 施 す る。

( 3 ) 自分 史 か ら合理 的配 慮 につ い て考 え る。

( 4 ) 自立活 動 の授 業 実 践 を行 う。

第 3 章 先 行 研 究 の検 討

第 1 節 障 が い認 識 につ い て

文 部 科 学 省 (2021) は 「聴 覚 障 害 とは 、身 の 回 りの音 や 話 し言 葉 が 聞 こ え に くか っ た り、

ほ とん ど聞 こ え な か っ た りす る状 態 をい う。 聴 覚 障 害 の状 態 は 、聴 覚 障 害 の程 度 や 聴 こえ

方 、 言 語 発 達 の状 態 は一 人 一 人 異 な っ て い る。 」と述 べ て い る。 自分 の 聞 こ え は 自分 に し

か わ か らな い た め他 者 と比 較 しづ らか っ た り、 聞 こ え に くい 音 が あ る とい うこ とを 自覚 し

に くか った り、他 者 に 自 らの 聞 こ え方 につ い て説 明す る こ とが難 しい 面 が あ る ともい え る。

以 前 か ら聴 覚 障 が い特 別 支 援 教 育 の場 で は 、 自立活 動 にお い て 障 が い認 識 や 自己理 解 を

深 め る教 育 実 践 が み られ る。 加 藤 (2021) は 、 「多 くの教 育 実 践 報 告 か ら聴 覚 障 害 児 者 の 障

害認 識 の段 階 を整 理す る と、 図 1 の よ うに な る」と述 べ て い る。

社会の関係の中で暮 らす際の
困難の軽減、減少につながる

ノ第 4 段階、 自分の障害について周 りに発信できる (例 : 日常生活のさまざまな場面において韻 的配̂ を求める等)

/ 第 3 段階 、 自分の特性に沿った行動ができる(例 : 会話の中で 「もう一度いって ください」と要求する等)

/  第 2 段階 \  自分の障害について理解する(自分の聞こえの状態や補聴器 •人工内耳について過 牟を深める)

/  第 1 段階 、 障害について知 る( 「障害理解」の初期段階 と同様である)

図 1 障害認識の段階 ( ) は加藤 (2021) による例を筆者が追記
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筆 者 の経 験 で は 、 第 1 段 階 を到 達 す れ ば第 2 段 階 へ と進 む の で は な く、成 長 や 経 験 を経

な が ら段 階 を行 った り来 た りして 、 障 が い認 識 を深 めてい くの で は な い か と考 え る。

第 2 節  平 成 30 (2018) 年 改訂 学 習 指 導 要領 自立活 動 の r ! 健 康 の保 持 」の新 設 項 目につ い て

文 部 科 学省 (2018) は 、 自立活 動 の項 目「1 健 康 の保 持 (4) 障 害 の特 性 の理 解 と生 活 環 境 に

関す る こ と」を新 設 し、 「自己 の 障 害 に どの よ うな特 性 が あ るの か理 解 し、 そ れ らが及 ぼす

学 習 上 又 は生 活 上 の 困難 につ い て の理 解 を深 め、 そ の状 況 に応 じて 、 自己 の行 動 や 感 情 を

調 整 した り、他 者 に対 して 主 体 的 に働 きか けた り して 、 よ り学 習 や 生 活 を しや す い環 境 に

して い く こ と」と定 義 した。 ま た 、新 設 した理 由 と して 「発 達 障 害 や 重 複 障 害 を含 め た 障害

の あ る幼 児 児 童 生 徒 の 多様 な 障 害 の種 類 や 状 態 に応 じた指 導 を一 層 充 実 す るた め」「自己の

障 害 の特 性 の理 解 を深 め 、 自 ら生 活 環 境 に主 体 的 に働 きか け、 よ り過 ご しや す い 生 活 環境

を整 え るた め に必 要 」と述 べ て い る。 加 藤 (2021) は 、 新 設 項 目は 、聴 覚 支 援 学 校 が これ ま

で行 っ て きた 「障 が い認 識 」の指 導 を基 に した 具 体 的 な指 導 例 で あ る とい え よ うと述 べ てい

る。

文 部 科 学 省 (2018) は 、 I CF の考 え を踏 ま え て 、 生 活 機 能 に支 障 が あ る状 態 が 障 が い で あ

る (社 会 モ デ ル ) と示 して い る。 障 が い 児 者 だ け に 目を 向 け る の で は な く、 環 境 (人 ・物 ・

社 会 ) は どの よ うに な っ て い るか 、 ど う した ら活 動 ・参 加 で き る の か を考 え る こ とで 環 境

を整 えた り工 夫 した りす る こ と も求 め られ て い る。 障 が い児 者 も、 自分 に原 因 が あ る とと

らえず 、 ど うす れ ば参 加 で き るの か を考 え た り、 自分 の で き る こ とや 身 に付 け た ほ うが役

に立 つ こ とに 目を 向 け た り して 、力 を発 揮 して 前 向 き にす ごせ る よ う、 自立 活 動 の指 導 内

容 を考 え る必 要 が あ る とい うこ とを示 して い る とい え よ う。

第 3 節 合 理 的配 慮 につ い て

障 害 者 差 別 解 消 法 の基 本 方 針 (2013) に よれ ば 、行 政 機 関等 及 び 事 業 者 が そ の事 務 • 事 業

を行 うに 当 た り、個 々 の場 面 で 、 障 が い者 か ら 「社 会 的 障壁 を取 り除 い て ほ しい 」旨の意思

の表 明 が あ っ た場 合 に 、 そ の 実施 に負 担 が過 重 で な い とき は権 利 侵 害 に な らな い よ う、社

会 的 障壁 を取 り除 くた め に必 要 か つ 合 理 的 な配 慮 を講 ず る こ と と述 べ て い る。 「合 理 的 配

慮 」「社 会 的 障壁 」「建設 的対 話 」の 定 義 につ い て は 、下記 に示 す 俵 1 ) 。

表 1 「合理的配慮」「社会的障壁」「建設的対話」の定義
名称 出典先 定義

合理的配慮 障害者の権利に関す
る条約 (2006)

障害者が平等に人権及び基本的自由を享有 し又は行使するための必要かつ適切な変更や調
整であって、特定の場合において必要とされるものであり、過度の負担を課さないもの

社会的障壁 障害者基本法(2011) 障害がある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会における事
物、制度、［貫行、観念その他一切のもの

建設的対話
内閣府 (2021) 障害者差別
解消法パ ンフレッ ト

合理的配慮の提供で社会的障壁を取 り除くために必要な対応について、障害のある人と事
業者等が対話を重ね、共に解決策を検討していく双方のや り取り
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第 4 節  聴 覚 障 が い者 の 「合 理 的 配 慮 」の提 供 の特 徴 及 び 課題 、 「意 思 の表 明」の課 題

西 倉 (2016) に よれ ば 、配 慮 提 供 段 階 で 障 が い が他 者 に知 られ た り、 注 目の 的 に な っ た り

す る よ うな配 慮 提 供 の され 方 は 、 障 が い者 が社 会 関係 の 多 様 性 に応 じて さま ざま な 自己イ

メー ジ を使 い 分 け る 自由 を脅 か して い る とい う意 味 で 、 プ ライ バ シー の侵 害 に あ た る。そ

の た め、 配 慮 提 供 段 階 で 単 に機 能 的 な ニ ー ズ を充 足 させ るだ け で な く、 障 が い者 の プ ライ

バ シー の考 慮 が 求 め られ て い る と述 べ て い る。 有 海 ・羽 田野 (2022) は 、聴 覚 障 が い 学 生 の

「意 思 表 明 ス キル 獲 得 お よび 活 用 プ ロセ ス は 、必 ず しも直 接 的 か つ 一 方 的 な もの で は な く、

循 環 的 に発 展 して い く こ とが 明 らか に な っ た」と述べ て い る。

そ の こ とか ら、合 理 的配 慮 を受 け るた め に は 「意 思 の表 明」が必 要 で あ り、意 思 の表 明 の

技 術 は一 度 身 に付 けれ ば解 決 す る問題 で は な く、新 た な環 境 や 困 りご と等 に応 じて 、様 々

な経 験 や 周 りの人 か らの助 け を得 な が ら、繰 り返 し試 行 錯 誤 しな が ら身 に付 け て い く もの

だ と考 え られ る。 当事 者 に とっ て は プ ライ バ シー に 関 わ るナ イ ー ブ な 問題 で あ り、情 報の

取 り扱 い に注 意 しなが ら説 明 した り対 話 した りす る必 要 が あ るの だ ろ う。

第 5 節  聴 覚 障 が い者 と聴 者 の歩 み 寄 り

松 崎 (2023) に よれ ば 、聴 覚 障 が い 当事 者 が 、 音 声 言 語 に強 く依 存 した聴 者 多数 社 会 の構

造 に置 か れ る こ とで さま ざま な形 で 生 きづ らい 状 況 に な る こ と も あ る と述 べ て い る。 中

尾 • 石 井 (2023) に よれ ば 、聴 覚 障 が い者 は配 慮 や 支 援 が ほ しい と伝 え て も聴 者 の理 解 が得

に くい 困 りご とが あ る一 方 で 、聴 者 は 自己理 解 、 障 が い認 識 が難 しい聴 覚 障 が い者 に アプ

ロー チ しよ うとす るが うま く

い か な い。 それ は 、両者 の 間

にお 互 い の聴 こえ に よっ て 生

じる障壁 (ズ レ) が 生 じて い る

か らだ と考 え る と述べ て い る。

そ の た め 、聴 覚 障 が い者 が聴 者 の世 界 を知 る こ とで ズ レを減 らせ 、 共 生 社 会 の も とに なる

の で は ない か ( 図 2 ) と述 べ て い る。 聴 覚 障 が い者 、聴 者 の世 界 をお 互 い に想 像 して歩 み 寄

りな が ら、社 会 的 障壁 を共 に の りこえ よ うとす る気 持 ちが大 切 だ と考 え る。

第 4 章 ア ンケ ー トの実施 につ い て

第 1 節 ア ンケ ー トの 目的

A ろ う学 校 の教 員 に とっ て聴 覚 障 が い 児 に対 す る 自立 活 動 につ い て の 考 えや 、聴 覚 障 が

い児 教 育 の課 題 との 関連 や 聴 覚 障 が い児 が 「自分 ら し く」「変 化 に対 応 して」生 き るた め に必

聴者の困りごと

聖 解

図 2 お互いの歩み寄 り (中尾 ・石井 (2023) を一部引用)

｛音のな国 界 !
: 聽覚障がい者の角持ち¦
I 聴覚障がい者の困りごと’

聴覚障がい者の困りごと一« " 社会的障匿

理苑 ク メ 星社会で様 な々他者と協議し? ' '
冨反 < 協働するためには適¢Sカ、対応力、

懼 蠢
I項 の困りき . j 朧 瞰  相z w
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要 な こ とにつ い て どの よ うに考 えて い るの か を知 るた めに ア ンケー トを行 っ た。

第 2 節  ア ンケ ー トの調 査 対 象 • 調 査 方 法

調 査 対 象 : 2023 年 度 A ろ う学 校 在 籍 教 員 42 名

調 査 方 法 : 紙 面 で の ア ンケ ー ト、 8 日間 (2024 年 3 月 21- 28 日) で 実 施 (回収率 : 76. 2%)

第 3 節 結 果

「自立 活 動 の 目標 を立 て る際 に 工 夫 して い る点 や 、 悩 ん で い る点 等 あ るか。 」とい う質

問 につ い て の 自由記 述 をそ れ ぞ れ 、 テ キ ス トマ イ ニ ン グ に よ る分 析 を加 えた うえで 、以下

の 4 点 に ま とめた 俵 2 ) 。

表 2 自立活動の 目標 を立てる際に工夫 している点や悩んでいる点

第 4 節 考 察

A ろ う学 校 にお い て も、 専 門性 の継 承 等 の一 般 的 に言 われ て い る聴 覚 障 が い 教 育 の課 題

工夫 してい る点 悩 ん でい る点

①既 有 の もの の活 用 (例 : 学習 指 導要領解 説 自立活 動 編等 )
② 幼 児 児童 生徒 が 主体 的 に取 り組 め る よ うに、提 示 方 法 の工夫

(具 体 的 な 目標 、 スモー ル ステ ップ等)
③本 人 の強み や 興 味 ・関心 の あ る事 柄 を意識 して積 極 的 に取 り入 れ る
④ 実態把 握 、個 別 の ニー ズ等 に応 じて 目標 を設 定す る

①聴 覚 障 がい教 育や 自立活 動 に対 す る不 安 、知 識 や経 験 が不 足
② 目標 設 定 の難 しさ
③ 実 熊把握 の難 しさ
④ コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を ど う育 て るか

を抱 えて お り、幼 児 児 童 生 徒 の多 様 化 、 重 複 化 へ の対 応 が必 要 だ と感 じて い る教 員 が 多 い。

自立活 動 は 目の 前 の子 ど もの 実 態 に合 わせ て指 導 内容 を決 定 して お り、 系 統 的 に行 うこと

は難 しい状 況 で あ る こ と、 「コ ミュニ ケ ー シ ョン」「心 理 的 な安 定 」「人 間 関係 の形 成 」を重 視

して指 導 して い る こ とが わ か っ た。 一 方 で 、 「自分 ら し く」「変 化 に対 応 して」生 き るた めの

要 素 につ い て の 回 答 を 見 て み る と、 「健 康 の保 持 」と関連 す る 内容 が 多 い こ とが わ か っ た

(表 3 ) 。
表 3 r 自分 らしく」!•変化に対応 して」生きるための要素 と「健康の保持」と関連す る内容

「自分 ら し く」

相 手 の意 図す る こ とを理 解 で き る力 、 ユ ミュニ ケ ー シ ョンカ 、様 々 な人 と関 わ る こ とが で き る、 自己理 解 を探 め 自分 に あ っ た 支 援
を 自分 か らき ちん と伝 え る こ とが で き るカ 、 自己認 識 、 自己発 信 、 自己表 現 、 自己理 解

「変 化 に 対 応 して 」
コ ミュ ニ ケー シ ョン (依 頼 、 相 談 等 ) 、 自己表 現 、 自己理 解 、 自己認 識 、 自己 を活 か す カ 、情 報 収 集 能 力 ・言 語 力 (周 囲 の状 況 を
把 握 す る こ と) 、 人 との 関 わ り (協 調 と共感 )

「健 康 の保 持 」を意 識 して い る教 員 が少 な い理 由 と して は 、今 回新 し く追加 され た た めあ

ま り知 られ て お られ ず 、先 行 す る実 践 例 もま だ み られ な い た め 、項 目を読 ん で も具 体 的な

指 導 内容 が イ メー ジ しに くい こ と、聴 覚 障 が い教 育 とい え ば コ ミュニ ケ ー シ ョンの指 導 と

い っ た イ メー ジ の 固定化 が考 え られ た。

第 5 章 自分 史 か ら考 え る合 理 的 配 慮

これ ま で 、筆 者 は 、合 理 的配 慮 は 障 が い の あ る人 か らの 申 し出 の み に対 応 す る もの と考

え て い た。 しか し、 自分 史 を振 り返 る 中で 、合 理 的配 慮 の提 供 に至 る ま で に は 申 し出 だけ

で は な い 「何 か」が あ る こ とに気 づ い た。 そ れ は 障 が い の あ る人 だ けで な く、周 囲 の 人 の気
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づ きや 一 緒 にや っ て い こ うとい う仲 間意 識 だ と思 うよ うに な っ た。 瀬 戸 山 (2022) は 「制 度

に乗 つ取 っ た合 理 的 配 慮 だ け で は 実社 会 は 回 らず 、 ち ょっ と した助 けや 調 整 を必 要 と して

い る人 と、 そ の周 囲 との相 互 作 用 は い く らで も生 まれ る」と述 べ て い る。 そ の こ とか ら、

筆 者 の感 じた 「何 か」とは 「相 互 作 用 」で は な い か と考 えた (図 3 ) 。

図 3 筆者の考える聴覚障がい者の合理 的配慮

周 りの人 が
聞 こえな い
人 に、気 づ
い た ことを
やっていく、
または提 案
する

本 人 が 気づいていない部 分もある ロ説 明で 足 りない部 分 を、誰 かか ら情報
をもらって説 明 していく

本人 が 気づける部 分 がある

本 人 は 100%説 明することがで きな
い

合
理

的
配

慮

相互作用

障 が いのある人 か らの
申 し出

基 礎 的環 境 整 備

「障 が い の あ る人 か らの 申 し出」で は 、 障 が い の特 性や 困 って い る こ と等 に 当事 者 が気 づ

い て い る こ とが原 則 で あ り、 あ らか じめ対 処 方 法 が 考 え られ る こ とを想 定 して 申 し出 ると

考 え る。 一 方 で 、周 りの人 が 、本 人 が気 づ い て い な い 部 分 や 本 人 の説 明 で は十 分 に伝 わ ら

な か っ た 点 につ い て 、本 人 とは異 な る角 度 か ら検 討 して気 づ い た こ とを した り提 案 した り

す る こ とで 、 お 互 い に よ りよい合 理 的配 慮 が 実 現 で き るの で は な い か。 それ が 「相 互 作 用 」

だ と考 えた。

申 し出 に対 応 す るだ けで な く、周 囲 か らの提 案 を うけ、 よ りよい合 理 的配 慮 を考 えて い

く過 程 を通 して 、 障 が い の あ る人 が 自己理 解 や 他 者 理 解 を深 め 、 自分 ら し く変 化 に対 応 し

て い く力 が 育 まれ るの で は な い だ ろ うか。 生 徒 にそ の力 を育 て るた め に は① 障 が い へ の対

応 と して 自分 の 要 望 を伝 え る、② 対 話 を通 して歩 み 寄 る とい う 2 つ の力 を身 に付 け させ る

必 要 が あ る と思 われ る。 そ の力 をつ け るた め に 、 「1 健 康 の保 持 ⑷ 障 害 の特 性 の理 解 と生

活 環 境 の調 整 に 関す る こ と」を取 り入 れ た 自立活 動 の授 業 づ く りを行 い 、検 証 す る。

第 6 章 自立活 動 にお け る授 業 実 践

第 1 節 授 業 実 践 に あた っ て

⑴ 仮 説

実 践 に あ た り、 『「健 康 の保 持 」を取 り入 れ た 自立 活 動 の授 業 を行 え ば 、 自分 ら し く変 化

に対 応 した力 をつ け る こ とが で き るの で は な い か』 と仮説 を立 て た。

( 2 ) 授 業 づ く り

1 ) 授 業 に あ た っ て

研 究 を行 う授 業 は 、生 徒 1 名 (生 徒 A) 、担 当教 員 1 名 (教員 B) 、筆 者 の 3 名 で 、 高 等 部 の

自立 活 動 の 時 間 に行 っ た。 筆 者 は CT (チ ー フテ ィー チ ャー) と して 実施 した。 生徒 A と保 護
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者 に は 、授 業 実 践 、VTR撮 影 の許 可 を得 て 、第 2 次 、第 3 次 は公 開授 業 と した。

2 ) 「健 康 の保 持 」 を取 り入 れ た 自立活 動 の授 業 とは

相 互 理 解 が 生 まれ るよ うな 、お 互 い の立場 で考

えや す い題 材 と して UD トー ク (文 字 変 換 ア プ リケ

ー シ ョン) を取 り上 げ る こ とに した。 生徒 A の実 態

は表 4 に示 す 。

授 業 を通 して 生 徒 の 思 い を知 り、 生 活 環 境 の調 整 につ な げ るた め に合 理 的 配 慮 等 の知識

や 、 自分 の気 持 ち を伝 え相 手 の話 を 聞 く等 の技 能 を身 に付 け させ た い。 ま た 、聴 覚 障 がい

者 側 と聴 者 側 か らの視 点 が 異 な るた め 、 生 徒 の思 い を 聞 く と とも に 、聴 者 (教 員 B) の 思 い

を知 る こ とで 、UD トー ク を どの よ うに活 用 す れ ば よい の か を考 え させ て い き た い。

「健 康 の保 持 」 の視 点 か ら 3 つ の点 を留 意 して授 業 を行 う。

• 授 業 中 に は どん な情 報 が あ るの か 、 情 報 伝 達 方 法 の 中で 自分 に は何 が合 っ て い るの か等

を、活 動 を通 して 考 え る機 会 を設 け る。

• 対 話 を通 して聴 者 の考 えや 思 い を知 り、 疑 問 を抱 い た り、聴 者 との違 い を知 っ た り して

他 者 理 解 や 自己理 解 を深 め る。

• 筆 者 は 、必 要 に応 じて 1 人 の聴 覚 障 が い者 と して の一例 を あ げ る と ともに 、生徒 A に障

が い の特 性 の理 解 を促 す よ うにす る。

3 ) 授 業 づ く りで意識 した こ と

① 生 徒 と教 員 が 見 通 しを もっ て取 り組 む こ と

生徒 A に は 、授 業 の 内容 ・流 れ 等 を示 して 見 通 しを もたせ る よ うに した。 ま た 、教員 B

に は 、授 業 の前 後 に打 ち合 わせ や 振 り返 りの 時 間 を設 けて 、授 業 の流 れ や 意 図 の確 認 、生

徒 A の変 容 につ い て話 し合 った。 授 業 中 は 、 生徒 A と教 員 B の言 った こ とを板 書 した り復

唱 した りす る こ とで お 互 い の意 見 を視 覚 化 す る よ うに した。 そ うす る こ とで 、 お 互 い に見

通 しを もて 、安 心 して話 せ る雰 囲気 を作 る よ うに心 が けた。

② 自己理 解 と他 者 理 解 を大 切 にす る こ と

自己理 解 を促 す た め に は他 者 理 解 が必 要 だ と考 え る。 生徒 A と筆 者 とい う聴 覚 障 が い者

だ けで話 し合 うと、 共感 や 筆 者 か らの助 言 で 終 わ っ て しま い 、 「建 設 的 対 話 」につ な が らな

い 可 能 性 もあ る。 そ こで 、聴 者 の教員 B と生 徒 A が そ れ ぞ れ の 立場 で話 しあ うこ とで、違

い を知 りお 互 い に理 解 を深 め る形 式 が 望 ま しい と考 えた。 筆 者 は 2 人 の話 を 聞 き な が ら中

立 的 に授 業 を進 め る と ともに 、生徒 A の思 い を受 け とめ る こ とを大 切 に した。

表 4 生徒.A の実態
• 聴力 レベル 左右 とも WOdB 以上、補聴器を装

用 しても音の有無がわかる程度0
• 主なコミュニケーシ ョン : 手話、筆談。 口の形

を読み取ることは難 しい。
• 自分の気持ちを言葉で表現す ることが難 しい。
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第 2 節 授 業 実 践

( 1 ) 単 元 目標
認知の特徴や経験をもとにして、自分にとって (情報保障の) よい方法を自分で見つける。
⑴ 色々な種類の情報や 自分の受け取ることが難 しい情報があること、情報保障について知る(知識 • 技能)
(2) ある状況 • 立場を想像 して、自分の考えを理由づけて伝えることができる(思考力 • 判断力 • 表現力)
⑶ 情報を「受けとる」「伝える」について、自分にとって必要なことであると認識 し、どうしたらよいのかを考えるこ

とができる(学びに向か う人間性等)

( 2 ) 単 元 計 画 ( 3 時 間) 「自分 に合 っ た学 習 や 生 活 の仕 方 につ い て考 えて い こ う」

( 3 ) 生 徒 A の様 子

授業名 学習内容
① 自分の認知の特

徴を知ろう
学習スタイルチェックを通 して 自分の認知の特徴や他者の認知 との類似点 ・相違点があること
を知る (自己理解 • 他者理解)。

② 情報を得 る方法
(伝 える方法)

について考 えて
みよう

前回の学習スタイルチェックの振 り返 り。
色々な情報があることを確認 し、授業中での情報はどんなのがあるのかを改めて考える。 自分
にとって聴者の先生との授業で情報伝達方法の必要性の有無について考えた り理由をつけて説
明した りする。また、聴者の先生の話を聞いた り、比較 した りした うえで違いを知る。

③ W トークを使用す
る我 でのよりよ
い方法を一組 こ考
え上う

前回の情報伝達方法の必要の有無を元に、「自分のため」「相手のため」にどうして必要なのかを
言語｛匕して、お互いに説明 • 質問しあう。その過程を通 して違いや伝えない とわか らないこと
を知る。そこで UD トークに焦点をあててお互いにどう工夫するとよいのかを考え、情報保障と
は何かを知る。

第 2 次 の授 業 中で の情 報 伝 達 方 法 の必 要性 の有 無 につ いて考 え る活 動 で は 、生徒 A は 「自

分 は 口の形 や 音 声 がい らな い ( と思 う) 」と答 えて いた が 、教 員 B の 「筆 者 の話 が手 話 だ けで

は わ か らな い 時 は声 や 口の形 が あ る こ とで 、 理 解 で き る」とい う意 見 に大 変 驚 く様 子 が あ

った。 筆 者 と教員 B が そ れ ぞ れ の 立場 で声 と 口の形 が必 要 な理 由 を説 明す る と、納 得 した

よ うに うなず く様 子 が み られ た。

ま た 、生 徒 A は聴 者 の教 員 の手 話 の熟 練 度 を考 えた うえで 「手 話 が で き な い先 生は UD 卜

ー ク を使 っ て ほ しい。 手 話 が で き る先 生 は 手 話 を使 っ て ほ しい。」 と説 明 して 「手 話 は ど

っ ちで も よい 、UD トー ク は必 要 」 と した。 ま た 、 ジ ェス チ ャー 、絵 、 図 を描 い て くれ た ほ

うが よ りわ か りや す い と 自分 の理 解 につ い て説 明す る様 子 が あ っ た。 見 学 した 教 員 は 、生

徒 A の求 め る支 援 につ い て考 え る機 会 とな った と述 べ てい る。

教 員 B が聴 覚 支 援 学校 で の生徒 へ の情 報 伝 達 方 法 を説 明 した 時 、生徒 A は 「(聴 覚支 援 学

校 の教 員 が) 口の形 ( を とて も必 要 と して い る) ? 」とつ ぶ や い た。 そ れ を見 た筆 者 は生徒 A

に 「口の形 は必 要 なの か」と質 問す る よ う促 した。 教 員 B カ訂生 徒 の ロが動 い て い るの を見 て 、

伝 えた い こ とが あ る様 子 が わ か る」と答 えた。 生徒 A は板 書 を じっ と見 て確 認 す る様 子 もみ

られ た。 生徒 A は 、 予想 とは違 って い た り、 自分 と比 較 した り して聴 者 へ の意 識 が変化 し

た の で は な い か と考 え られ る。

見 学 した教 員 か ら 「い つ も よ りょ く話 して い た。 」と感 想 が 寄 せ られ た。 筆 者 が 見 通 しを

持 たせ る よ う意 識 した こ とで 、 生徒 A が何 を考 えた らい い の か わ か り、安 心 して話 せ る雰

囲気 で あ った こ と、生徒 A が具 体 的 に考 え られ るま で筆 者 が諦 めず に 関 わ っ た か らで は な

̶ 178 ̶



い か と推 察 され る。

第 3 次 で は 、 「UD トー ク を使 っ て よ りよい方 法 を一 緒 に考 え る」こ とを 目的 と して 、 「UD

トー ク、 ロの形 、 声 」につ い て そ れ ぞ れ 「自分 の た め」「相 手 の た め」とい う立 場 で 考 え る学

習 を行 った。 生徒 A は一 生 懸 命 に考 えな が らワー ク シー トに書 い て い た。 生 徒 A は 「自分 」

の 立 場 に立 っ て 考 え る際 に、 で き な い こ とだ けで な く、 自分 の で き る こ とを考 えて 、他者

に わ か る よ うに説 明す る様 子 が み られ た。 生徒 A の発 言 をみ て み る と、健 康 の保 持 の生活

環 境 の調 整 を 自 ら行 お うと して い る内容 が 多 くあ る こ とが わ か っ た (表 5 ) 。

ま た 、 自分 はで き

な い が こ うい う方 法

な らで き るの で は な

い か と伝 えた り自分

の特 性 を 自 ら話 した

表 5 生徒 A の「自分のため、相手のため」 とい う立場で考えたことについての楽表内容

生徒Aの発表 拝字 : 健康の保持での視点
(自分のため)

「声を出すと、コミュニクーションがとれない。だからキーボードを使って伝えることができる］
「自分の口 (音声) を出してもコミュニク・ーションができない。UDトークに打って、コミュニケー
ションができる、 どっちでも、ヽ、、ゝ「声を出 して相手に伝わらない、書いて伝える」
(相手のため)

「声を出してUDトークがあって見る」
1口の形見 てわからない。だからゆ トークがある」「声を闘いてもわ•からないからUDトーク使う」
「相手は、手話ができない先生。自分は聞いてわからない」

り して 、 前 向 き に取 り組 ん で い た。 生 徒 A が安 心 して話 せ る、 聞 け る環 境 づ く りや 実態 に

合 っ た題 材 を選 定 した こ とで 、対 話 しな が ら一 緒 に理 解 や 考 え を深 め る こ とに な り、 生徒

A の主 体 的 な態 度 を引 き 出す こ とにつ な が った。

( 4 ) 教 員 B の様 子

教 員 B は 、第 1 次 に生徒 A が筆 者 、黒 板 、教 員 B、UD トー ク とあ ち こち に視 線移 動 す る

様 子 を見 て 、 第 2 次 か らイ ー ゼ ル を用 意 して どこで も設置 で き る よ うに した。 そ こか ら UD

トー クの設 置 場 所 につ い て 生徒 A と一 緒 に考 え る学 習 に発 展 した。 ま た 、教 員 B は UD トー

クの誤 変 換 を減 らす 方 法 を試 した結 果 、 単 語 で は な く文 で話 した方 が減 る こ とが わ か り、

生 徒 A に 「文 で話 した方 が 、誤 変換 が減 る」と説 明 して い た。

筆 者 と教 員 B とは 、授 業 の 打 ち合 わせ や 振 り返 りの 時 間 を設 け る こ とで 、授 業 の意 図や

生 徒 A の変 容 等 を共 有 し、 お 互 い に見 通 しを もっ て取 り組 む こ とが で きた。 そ の こ とは 、

筆 者 に とって 次 時 の授 業 構 成 の検 討 や 生徒 A の実 態 把 握 に大 変 役 に立 っ た。

教 員 B は授 業 の振 り返 りで 、 「今 回 の授 業 で は手話 と筆 者 の声 に加 え、板 書 等 の視覚 的情

報 を頼 りに情 報 を得 る経 験 を した こ とで 、今 ま で よ り生徒 A の立場 を想 像 で きた。 教 員 が

伝 え る方 法 を工夫 す るな ど努 力 して 、生徒 A に伝 え る必 要 が あ る と思 っ た。 」と述 べ て い た。

筆 者 や 教 員 B が社 会 モ デ ル の視 点 で授 業 を考 えた こ とで 、生徒 A との相 互 作 用 が生 まれ た

の で は な い か と考 えた。
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第 3 節 仮 説 につ い て の考 察

「自分 ら し く、変 化 に対 応 したカ 」につ い て は 、仮 説 時 点 で は 曖 昧 な概 念 で あ っ た。 授 業

実 践 を通 して 、 そ の力 は 「自分 の 思 い や 考 え を伝 え 、他 者 の考 え も受 け入 れ て相 談 しな が

らよ りよい 方 法 を共 に考 えて い くカ 」で は な い か と考 えた。 今 回 の授 業 実 践 で は 、 で き る

だ け 同 じ立 場 で対 話 す る、 見 通 しを もっ こ とを大 切 に し、 自己理 解 や 他 者 理 解 を深 め 、お

互 い の 立場 か ら提 案 し合 うとい う相 互 作 用 が 生 まれ た。

生 活 環 境 の調 整 につ い て は 、他 者 の話 を 聞 く こ とで気 づ く、 あ るい は対 話 を通 して よ り

よい調 整 方 法 が 見 つ か る可 能 性 が 見 い だせ た。 健 康 の保 持 の視 点 を取 り入 れ た 自立 活 動 を

行 うこ とで 、 自分 らし く変 化 に対 応 して い く力 を育 て るこ とが で き る と考 え る。

第 7 章 本 研 究 の成 果 と今 後 の課 題

自立活 動 の 「健 康 の保 持 」を授 業 に取 り入 れ る取 組 を行 っ た。 安 心 して話 す 雰 囲気 の 中で、

対 話 を通 して 共 に よ りよい 方 法 を考 え る とい う経 験 を重 ね て い く こ とで 、 「建 設 的 対 話 」

につ な が るの だ ろ う。 ま た 、小 学 部 段 階 か ら、 障 が い認 識 に こだ わ らず 身 近 な事 柄 を取 り

上 げ 、相 互 作 用 が 生 まれ る よ うな経 験 を積 み 重 ね て い く こ とが 大 切 で あ る。 そ の経 験 によ

り、 思 春 期 に 自分 の 中 で揺 れ 動 き 、 自分 を見 つ め直 す こ とにつ な が るの で は な い か と考 え

る。 そ の成 長 を踏 ま え 、 さ らに卒 業 後 を見 据 え て 、 自分 に で き る こ とや 支 援 が あれ ば でき

る こ と、対 話 す る こ との大切 さにつ い て深 く理 解 す る ことにつ な が る と考 え られ る。

今 回 の授 業 は筆 者 が聴 覚 障 が い教 員 で あ る こ とを踏 ま え、生 徒 A の実 態 に合 わせ て 実施

した もの で あ り、他 の子 ども に もそ の ま ま対 応 で き る とは 限 らな い。 ま た 、子 ど もの 聞 こ

え の程 度 に よっ て 生 活 環 境 の調 整 や 特 性 の 内容 が変 わ るた め 、 教 員 が 実 態 把 握 を丁 寧 に行

っ た うえで適 切 に指 導 す る こ とが求 め られ る。 さ らに 、聴 者 の教 員 で もで き る授 業 づ く り、

「1 健 康 の保 持 (4) 障 害 の 特 性 の理 解 と生 活 環 境 の調 整 に 関す る こ とJの視 点 を取 り入 れ た

自立活 動 の実 践 を積 み 重 ね 、効 果 を検 証 す る必 要 が あ るの だ ろ う。
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